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	【禁忌・禁止】
	1. 使用方法
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	(2) 再滅菌禁止
	(3) 骨生検には使用しないこと。［本品は骨生検への使用を意図していない。骨生検に使用した場合、組織採取ができない、又は本品が破損し、患者及び術者が負傷するおそれがある。］
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	2. 規格
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	1) 無菌操作にて滅菌包装より自動生検装置を取り出す。
	2) 自動生検装置を掌に取り、指を白色のスライドコックに掛ける（図1）。スライドコックを完全に止まるまでしっかりと引き込む。この操作を2回行うことにより、インジケータが白色から、赤白、さらには完全に赤色を示します（図2a、図2b）。
	3) セーフティレバーを"S"（Safe）から"F"（Fire）の位置に移動させた後、作動ボタン（Trigger）を押して自動生検装置が正常に作動することを確認する（作動テスト）。
	4) 再びスライドコックを2回引き込み、インジケータを赤色にする。
	5) 自動生検装置の後方にあるストロークレバーを操作し、22 mmあるいは15 mmの進入深度（ストローク幅）を選択する。

	(3) 本品の準備
	1) 本品の外径と長さを選択する。
	2) 無菌操作にて包装から本品を取り出し、保護用カバーを取り除く。
	ニードル先端に傷、曲がりやその他の損傷がないことを確認する。スタイレットがわずかに外側に反っているが、これはスタイレットの先端がカニューラをスムーズに通過するためのものである。

	(4) 生検手順
	1) 穿刺部位を消毒し、局所麻酔を行う。ニードルの刺入を容易にするために、メスで穿刺部の皮膚に小切開を加える。
	2) 以下のA、Bいずれかの方法でニードルの刺入及び位置決めを行う。
	A.自動生検装置に本品を装着した状態での刺入と位置決め
	B. 本品のみによる刺入と位置決め
	3) ニードルの方向や位置を変えないように注意しながら、自動生検装置のセーフティレバーを"S"（Safe）から"F"（Fire）の位置に移動させる。
	ニードルを装着した自動生検装置のセーフティレバーが"F"（Fire）の位置にある場合は、意図せずに作動ボタン（Trigger）が押されることがないよう注意すること。［意図しない作動により患者及び術者が負傷するおそれがある。］
	4) 作動ボタン（Trigger）を押す。スタイレットとカニューラが選択した進入深度（ストローク幅）まで自動的に前進する。
	5) 自動生検装置をニードルごと抜去する。組織を取り出すために自動生検装置からニードルを取り外す必要はない。
	6) スライドコックを1回引くことで、インジケータの半分が赤色を示し、スタイレットのノッチ部が現れる。この状態で採取した組織を取り出す。
	カニューラが被っていない状態でスタイレットに過剰な力や抵抗を掛けないこと。［スタイレットのノッチ部の折れや曲がりによってニードルが正常に機能しなくなるおそれがある。］
	7) スライドコックをもう1回引くことで、インジケータが完全に赤色を示す。必要に応じて追加で生検を行う。
	複数の組織を採取する場合は、採取毎にニードルに損傷や折れ曲がり等の異常がないことを点検すること。
	8) 追加の生検を行わない場合は、自動生検装置のセーフティレバーが"S"（Safe）の状態にあり、インジケータが白色を示していることを確認した後、自動生検装置からニードルを取り外して廃棄する。
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	(3)肺への穿刺操作により空気塞栓を合併し、脳梗塞や心筋虚血に至る事例が報告されていることから、症状等が認められた場合には速やかに頭低位を保ち、CT等による診断を行うこと。なお、重篤な場合には速やかに高圧酸素治療を考慮すること。1), 2), 3)
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